
令
和
４
年
４
月
に
繰
下
げ
受
給

の
上
限
年
齢
が
従
来
の
70
歳

か
ら
75
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
に
伴
い
、
老
齢
年
金

の
受
給
開
始
年
齢
は
、
60
歳
か
ら
75

歳
の
間
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ

て
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
繰
下
げ
受
給
が
75
歳
ま

で
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
70
歳
以

降
に
繰
下
げ
受
給
を
選
択
せ
ず
65
歳

に
遡
っ
て
請
求
を
し
た
場
合
、
５
年

以
上
前
の
年
金
に
つ
い
て
は
時
効
消

滅
に
よ
っ
て
受
給
で
き
な
く
な
る
ケ

ー
ス
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
安
心
し
て
70
歳
以
降
の
繰
下
げ

受
給
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
令
和
５
年
４
月
１
日
に

「
特
例
的
な
繰
下
げ
み
な
し
増
額
制

度
」
が
導
入
さ
れ
、
年
金
請
求
の
５

年
前
に
繰
下
げ
請
求
（
繰
下
げ
の
申

出
）
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
年
金
額

が
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
こ
の
制
度
を
解
説
し
ま

す
。

繰
下
げ
受
給
の
増
額
率
は 

一
生
変
わ
ら
な
い

繰
下
げ
受
給
と
は
、
老
齢
基
礎
年

金
や
老
齢
厚
生
年
金
を
65
歳
で
受
け

取
ら
ず
、
66
歳
以
降
75
歳
（
注
）
ま

で
の
間
で
繰
り
下
げ
て
増
額
し
た
年

金
を
受
け
取
る
と
い
う
制
度
で
す
。

繰
下
げ
受
給
は
、
繰
り
下
げ
た
期

間
に
応
じ
て
年
金
額
が
増
額
さ
れ
、

そ
の
増
額
率
は
一
生
変
わ
り
ま
せ

ん
。

●
繰
下
げ
増
額
率
の
計
算
式

増
額
率
＝
０・
７
％
×
65
歳
に
な

っ
た
月
か
ら
繰
下
げ
申
出
月
の
前
月

ま
で
の
月
数

繰
下
げ
受
給
は
、
ひ
と
月
繰
下
げ

る
ご
と
に
年
金
額
が
０
・
７
％
増
額

さ
れ
ま
す
。
１
年
（
12
ヵ
月
）
遅
ら

せ
る
と
８
・
４
％
、
５
年
（
60
ヵ

月
）
遅
ら
せ
る
と
42
％
、
10
年
（
１

２
０
ヵ
月
）
遅
ら
せ
る
と
84
％
の
増

額
と
な
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の

満
額
は
、
年
額
79
万
５
０
０
０
円

（
新
規
裁
定
者
の
場
合
）
で
す
。
10

年
受
給
を
遅
ら
せ
た
場
合
、
年
額
１

４
６
万
２
８
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

繰
下
げ
受
給
せ
ず
65
歳
か
ら 

本
来
額
を
一
括
受
取
り
も
可
能

繰
下
げ
受
給
を
希
望
し
、
65
歳
時

点
で
は
老
齢
年
金
の
請
求
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の

年
金
の
請
求
時
に
繰
下
げ
受
給
を
選

択
せ
ず
、
65
歳
か
ら
の
本
来
の
年
金

額
を
遡
っ
て
請
求
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
こ
の
場
合
、
65
歳
か
ら
請
求

し
た
時
点
ま
で
の
、「
増
額
な
し
の

年
金
」
を
一
括
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
年
金
を
受
け
る
権
利

は
、
権
利
が
発
生
し
て
か
ら
５
年
を

経
過
し
た
と
き
は
、
時
効
に
よ
っ
て

消
滅
し
ま
す
。

改
正
前
の
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
は
、
70
歳
以
降
に
繰
下
げ
受
給
を

選
択
せ
ず
に
65
歳
か
ら
本
来
の
額
を

遡
っ
て
受
け
取
る
場
合
、
繰
下
げ
増

額
の
な
い
本
来
額
の
年
金
が
支
給
さ

れ
、
手
続
き
時
点
か
ら
５
年
超
前
の

期
間
分
の
年
金
は
時
効
に
よ
り
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

（
図
表
内
、
改
正
前
）。

例
え
ば
72
歳
の
人
が
本
来
の
受
給

額
が
年
額
１
９
０
万
円
と
し
た
場

合
、
時
効
が
な
け
れ
ば
「
１
９
０
万

円
×
７
年
間
分
＝
１
３
３
０
万
円
」

を
72
歳
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
時
効
が
あ
る
た
め
２
年
間
分

の
３
８
０
万
円
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ず
、
一
括
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
年
金
は
９
５
０
万
円
に
な
り

ま
す
。

改
正
後
の
令
和
５
年
４
月
１
日
以

降
は
、「
特
例
的
な
繰
下
げ
み
な
し

65歳
（受給権発生）

時効消滅期間
(時効により

支給されない期間)

繰下げ待機期間

67歳 72歳
（年金請求）

65歳
（受給権発生）

繰下げ待機期間
(２年間)

繰下げ待機期間

16.8％増額（２年間待機分）

年金額
221万9,200円

67歳 72歳
（年金請求）

年金請求時点から遡って５年間分のみ増額なしの年金を一括して受給

※値は文中の例にならう

年金請求時の５年前に繰下げ請求があったものとみなして
繰下げ待機期間２年間分（65歳～ 67歳）の増額された年金を一括して受給

72歳の請求時に
繰下げ受給を
選択せず

72歳の請求時に
繰下げ受給を
選択せず

年金額
190万円

図表●72歳まで繰下げ待機をしていた人が、65歳から本来受給を選択した場合 令
和
５
年
４
月

令
和
５
年
４
月
よ
り
施
行
ス
タ
ー
ト
！

老
齢
年
金
の

老
齢
年
金
の「
特
例
的
な
繰
下
げ
み
な
し
増
額
制
度
」

「
特
例
的
な
繰
下
げ
み
な
し
増
額
制
度
」

本
特
別
企
画
で
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
が
始
ま
っ
た
「
特
例
的
な
繰
下
げ
み
な
し
増
額
制
度
」
に

つ
い
て
、
改
正
の
背
景
や
具
体
的
な
制
度
内
容
を
解
説
し
ま
す
。

望
月 
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特別企画

制
度
が
改
正
さ
れ
た

背
景
・
理
由
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